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■ 講習３

● 「国際社会を読み解く英語力」 　　　　

     —異文化理解の視点から時事素材を教材としてー      東條 加寿子

　グローバル化の進む国際社会で通用する 「思考力 ・ 判断力」 を養

うためには、 自文化の価値判断や思考回路から脱却した異文化理解

の視点が必要であることを、 時事英語素材を使って演習する。

１． なぜ、 時事素材を英語で　　時空のタイポロジー

２． 時事英語とは何か　　時事英語の力

３． なぜ英語で　　Trust me の誤謬

４． 時事英語教材化の試み　　時事英語は役に立つ、 しかし

５． 時事素材候補　　　語彙レベルチェックサイト

６.　どのような時事素材を捉えるか　どのような観点から切り込むか

1. Martin Luther King - I Have A Dream Speech (Classical)
  http://www.youtube.com/watch?v=smEqnnklfYs
2. Steve Jobs' 2005 Stanford Commencement Address (Standard)
   http://www.youtube.com/watch?v=UF8uR6Z6KLc
3. Burqa Ban (Professional)
  http://edition.cnn.com/2011/US/studentnews/04/11/transcript.tue/index.html
4.Global Population Growth (Recommended)
    http://www.ted.com/talks/hans_rosling_on_global_population_growth.html

● 「思考力を高める英語授業」

     —様々な thinking skills , project-based learning などを取り入れてー   中井 弘一

　英語の授業で 「思考力 ・ 判断力 ・ 表現力」 を育成する指導の構

成要素は何か、 その key competencies とは何かを探りながら、 critical 

thinking をはじめ様々な thinking skills や PBL などを用いた実際の教

材展開例を考える。

1. インターネット時代

2. 思考力 ・ 判断力 ・ 表現力の育成 ： 論理とは

3. 思考を可視化する ： 思考のプロセス

4. 書くことで整理する ： ノートの取り方、 Graphic Organizer の活用

5. 対話型授業で問いかけ合う ： 質問する生徒の育成

6. 思考力 ・ 判断力 ・ 表現力を育成する活用型学習活動例

　“What to think” から “How to think” へ

 　　Teaching students how to compare, contrast and synthesize data
helps them through the disorder that can occur in studying.
　“Making thinking visible”
    Making thoughts concrete pins ideas to the reality of paper 
and prevents them from shifting or fading from memory. Internal 
concreteness helps too, thinking aloud and forming mental images.

■ 講習３　受講者コメント

参加者 （紙面の都合により全 28 名のうち 12 名） のコメント

○ あっという間の 1 日でした。 日々の授業が受験に直結するようなこ

とばかりを扱っているため、 本日の講習で学んだようなことはあまり

気に留めていませんでした。 しかし、 時事英語は実際の生活の中

で一番必要なものであり、 生徒にとっても将来、 一番役立つものだ

と思います。 私にとっては難しい内容の講習でしたが、 受験のずっ

と先にある生徒達のことを考えて、 5 分でもいいから時事英語を取り

入れた授業ができるように努力したいと感じました。 本日はありがとう

ございました。

○ 思考力 ・ 判断力 ・ 表現力を鍛え育成する方法を教えてもらいまし

た。 楽しく示唆に富んだ講習で 6 時間があっという間でした。 生徒

達を encourage できるように、 今から来年度の予定をもう一度作り直

せるように考えていきます。 ありがとうございます ｡ きてよかったです。

○初めて受けた更新講習が、 このように良心的で意味のあるもので

あったとは、 周囲から聞いていたものとの違いに驚き、 よい選択をし

たことを実感しました。

○ 中井先生の講習会や指導助言を継続して受けていることを通して、

英語教育で思考力を高めるのに必要なことが徐々に分かってきた。

自分が教える生徒達にも聞かせてあげたいし、 中井先生に実際に

授業をしていただきたいと思った。 東條先生のお話を伺って、 タイ

ムリーな内容を日常的に生徒の目に触れさせると同時に一つの題材

について深く学び考えさせることも大切だと思った。

○ 非常に有意義な講義内容であった。 iPad を使っての講義、 英語

でのスピーチを映像で見たりと最新のやり方だなと感じ、 またこのよう

な手段で英語を勉強できるかとかと、 わたしもまた iPad を購入したく

なりました。 また、 中井先生の講義も非常に内容が豊富で、 グルー

プの方と話す機会が多く楽しく受講できました。 もっともっと話を聞き

たいくらいでした。 本日は大変ありがとうございました。

○ こんなに 「熱い」 教員免許状更新講習は初めてでした。 形式的

でなく、 参加者に何かを伝えたいという先生方の思いの伝わってくる

講習でした。 感謝です。 6 時間の講習はたいてい 6,000 円かかりま

すが、 今回の講習は 3,000 円というところにも、 本講習の目的が具

体的に表れているように思いました。

○ 午前中の 「国際社会を読み解く英語力」 については、iPad を使っ

ての画期的な講習で内容についても、 時事英語や時事問題につい

ての考え方は変わり、 今後は授業等でもできるだけ活用できる時間

を見つけて他教科の先生方とも相談 ・ 協力してやりたいと思った。

また、 中井先生の思考力を高める英語授業については、 教育哲学

に始まり、 ノートの取り方等細かい学習指導、 思考 ・ 判断 ・ 表現力

の育成など、 今までの私の授業の隅々まで検証できただけでなく、

コミュニケーション能力の育成理論など、 その他多くの新しい示唆に

富んだ内容であった。 新年度の授業プランニング （特にコミュニケー

ション英語Ⅰ） に早速役立てたい。

特　集
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○ 昨年 3 月から受講し、 貴学で 3 回の講習を受講することにより、

更新講習を終わろうとしています。 熱心な指導には、 ただただ頭が

下がる思いで、 深く感謝しています。 勿論、 講習を通して様々な知

識や情報を得たことも有意義でしたが、 熱心な先生方の英語教育

にかける姿勢に接することができたことこそが、 本当に貴重な経験で

した。 これからも、 お元気でご活躍ください。

○ 東條先生、 中井先生　本日は本当にありがとうございました。 盛り

だくさんの内容でした。 帰宅してから自分でレビューしないと消化不

良になるほどです。 この 4 月から高等学校でも新学習指導要領に

準拠したテキストで授業を行うことになります。 キーワードになってい

る 「思考力 ・ 判断力 ・ 表現力を育成」 するためのヒントを今日はた

くさんいただきました。 テキストを有効に活用するためのアイディアを

知ることができ、 本当に充実した一日でした。 自ら気付きその上で

創意工夫を加えていかなければ、 決して生徒を motivate するような

授業はできないことを実感しました。 今後も機会があれば、 聴講とし

て参加させていただければと思います。

○ いつも私たちのことを一生懸命考えて、 内容の濃い講習をしてく

ださり本当にありがとうございます。 毎度頭が下がり、 感謝の思いで

いっぱいになります。 東條先生…時事英語はとてもよい教育教材だ

と思います。 難しそうだから…と思っていたら意外なことに生徒から

“おもしろい！もっとやりたい” とリクエストをもらったりしました。 教師

が偏見を持たないこと、 自分が興味を持つことが大事だと思います。

中井先生…今日も充実した講習をありがとうございました。 “基礎知

識から応用へ”、 今後教師が一番心を砕き発展させていかねばなら

ないところだと思います。 益々、 教師が試されていきますね。

○ 東北の人々に黙祷を…で始まる講習は、 そうないことかもしれませ

ん。 スライド ・ 音楽ともに心がこもった、 印象に残るものでした。 判

断力には選択肢がある。 その中から “判断する” 行為が生まれるこ

とも気付かされました。 何気ない活動にも意味がある。 意味を持た

せなければならないことを教わった講習でした。

○ 昨年夏にも受講させていただきましたが、 その時よりも増して話の

ポイントのテーマ性がはっきりしていたと思い、 とても有効に今後の

授業に活かせるいろいろなネタや思考法など考えさせていただくこと

ができました。 とても一日では収まりきらない内容を、 家へ持ち帰っ

ても続けられる学習素材や教材なども提供していただき、 来る度に

お土産でとてもいっぱいにしていただいて本当に感謝しております。

ありがとうございました。

大阪女学院大学 教職課程機関誌　発行

『OJU 教職活動報告 ・ 研究 Vol.3』

　2012 年度の本学教員

養成センターの活動や

教職課程学生のレポー

ト、 現 場 の 先 生 の 実

践報告などをまとめた

Vol.3 を 去 る 3 月 7 日

に発行した。

　 本 学 教 員 養 成 セ ン

ターは、教育の 「未来」

に貢献する役割を演じ

てゆきたいと考えている。 昨年度は、 4 年制大学移行措置の学生が

教育実習に赴いた。 3 年生は教職フィールドワークで英国へ出かけ

た。 年を経る毎に充実した活動を行っていきたいと考えている。 この

Vol.3 では、 2012 年度の教職活動の中で教職課程学生のレポートを

一層充実させるように努めた。 勉強会も現場の先生の発表が中心とな

り、 昨年より更に充実した内容となった。 実践記録 ・ 実践報告を投稿

していただいた中西先生、 二森先生、 真田先生にお礼申しあげたい。

設置して４年目の本学教職課程は、 明日の教育を考える教育機関と

してこれからも着実な歩みを示してゆく所存である。

http://www.wilmina.ac.jp/ojc/edu/ttc/newsletter/bulletin に掲載

第 22 回 「英語の教え方教室」 勉強会　案内
2013( 平成 25） 年５月 18 日 ( 土 ) 14:00 〜 17:00

                         大阪女学院大学　教員養成センター

「生徒の意欲を引き出すメンタルトレーニング」

　　　　　　　 大阪府立枚方津田高等学校　久保田　親夫　教諭

　最近、 意欲があまり見られない生徒が多くなったと聞きます。 昔と

比べ、 押し寄せる情報の渦の中、 選択

の自由も格段に増えましたが、 自由が増

えるほどに判断を迫られる量が増え、 同

じことを望む人が増すほどに競争が激化

し、 生きる課題も一層複雑になりました。

高まる不安に学習意欲も失いがちになる

のではと思われます。 そこで、 今回は英

語の授業発表でなく、 生徒の意欲を引

き出すメンタルトレーニング講習を久保田

先生にお願いしました。

 　メンタルトレーニングとは、 意志・意欲・

決断力などの精神力を強化するトレーニ

ングです。 教室に、「笑われるかもしれない」 「怒られるかもしれない」

「嫌われるかもしれない」 「馬鹿にされるかもしれない」 「早く結果を

だしたい」 「どうせやっても無駄だ」 と思っている生徒はいないでしょ

うか。 そんな生徒に 「私は意欲的に取り組む。 私は積極的にアピー

ルできる。 私はやる気満々だ」 とポジティブに考えさせられるように、

久保田先生が学ばれた 「実力発揮の公式」 をベースに、 心と体の

抵抗を減らし集中力を高めるトレーニング講習をしていただきます。

ご参加の際には、 黄色の硬式テニスのボールを中古で結構ですの

で、テニス部から借りたりして２～３個用意してください。 一昨年の「英

語Ⅰ」、 昨年度の 「英語速読」 「英文法Ⅱ」 でのメンタルトレーニン

グや教具についてお話ししていただきます。 久保田先生は、 大阪

大学の学生にも特別講義でこのメンタルトレーニングを講習されてい

ます。 皆さんも是非この講習で得たトレーニング法を実際の授業で

実践し、 生徒の不安解消にこれまでと異なるアプローチを試してみ

ませんか。 また、 ちょっとした教具の開発についても時間が許す限り

紹介していただこうと思っています。
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鉄人 28 号 長田 
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Ⅴ　実践記録 ・ 実践報告 ・ 自由論考
■実践記録
１． 中高接続の観点から ､ 四技能をバランスよくノン

バス指導とは　　　
　　滋賀県立八幡高等学校教諭　中西 勝弘

２． 活用型学力を育てる授業を目指して—英語Ⅰ、
OCI での実践—

兵庫県立尼崎小田校高等学校教諭　二森 正人
■実践報告
１． 生徒の意識および論理思考の可視化を試みて

兵庫県立国際高等学校教諭　真田 弘和
■自由論考
１. ハワイピジン英語内の日本語起源語彙―カウア
イ島リフエプランテーションにおける日本人移民労
働者の生活環境―　　　　 本学準教授　　夫　明美

２． 英語授業における思考力 ・ 判断力 ・ 表現力育
成の方途　　　　     　　　 本学教授　　   中井 弘一

 
Ⅵ　特別寄稿

 日本で英語を教えるノン ・ ネィティブ教師であるこ
と    
     本学教授       寺　秀幸
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